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■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
１
１
）

多
文
化
共
生
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

現
在
市
内
に
は
、
約
２
９
０
０
人
の
外
国

人
市
民
が
暮
ら
し
、
定
住
を
選
ぶ
人
も
増
え

て
い
ま
す
。

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
た
ち
が
、

お
互
い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら

地
域
で
共
に
暮
ら
す
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
が
更
に
進
む
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
長
浜
市
多
文
化
共
生
・
国
際
文
化

交
流
ハ
ウ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｏ
（
ジ
オ
）
で

の
取
組
み

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
中

に
は
、
両
親
が
外
国
人
で
あ
る
た
め
に
日
本

語
を
身
に
つ
け
な
い
ま
ま
小
学
校
な
ど
に
入

学
し
、
授
業
の
内
容
が
理
解
で
き
な
か
っ
た

り
、
進
学
や
就
職
で
ハ
ン
デ
を
負
う
子
も
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
で

も
日
常
生
活
や
職
場
で
困
っ
て
い
る
人
が
い

ま
す
。

こ
う
し
た
外
国
人
市
民
へ
の
「
言
葉
」
の

支
援
と
し
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、「
子
ど
も
日
本

語
教
育
支
援
教
室
」
や
大
人
向
け
の
「
楽
し

い
日
本
語
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
浜
で
の
生
活
ル
ー
ル
が
学
べ
る

よ
う
、
外
国
人
市
民
向
け
ゴ
ミ
の
捨
て
方
教

室
を
開
催
し
た
り
、
日
本
人
市
民
と
外
国
人

市
民
の
親
子
が
子
育
て
を
通
し
て
交
流
で
き

る
場
を
設
け
た
り
、
色
々
な
国
の
料
理
や
日

本
文
化
が
学
べ
る
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
英
語
や
韓
国
語
、
中
国
語
な

ど
語
学
教
室
も
豊
富
で
す
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
多
文

化
共
生
・
国
際
交
流
の
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
で
す
。
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
は
、
外
国
人
に

も
分
か
り
や
す
い
日
本
語
の
こ
と
で
す
。
や

さ
し
い
日
本
語
の
「
や
さ
し
い
」
に
は
、
単

純
で
わ
か
り
や
す
い
”
易
し
い
“
と
、
他
人

に
対
し
て
思
い
や
り
が
あ
る
”
優
し
い
“
の

２
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
が
あ
ま

り
話
せ
な
い
外
国
人
へ
は
、
次
の
点
に
気
を

つ
け
て
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
っ
く
り
話
す

②
短
く
区
切
っ
て
、
長
く
話
さ
な
い

③
尊
敬
語
・
謙
譲
語
を
使
い
す
ぎ
な
い

例
　
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
い
つ
日
本

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

↓

あ
な
た
の
国
は
ど
こ
で
す
か
。
い
つ
日

本
に
来
ま
し
た
か
。

④
専
門
的
な
言
葉
な
ど
は
、
日
常
的
に
よ
く

使
う
言
葉
に
言
い
換
え
る

例
　
記
入→

書
く

返
却→

返
す

⑤
熟
語
と
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
は
な
る
べ
く
使

わ
な
い

⑥
方
言
に
注
意
す
る

例
　
今
日
は
体
が
え
ら
い
で
、
で
き
ん
わ
。

↓

今
日
は
体
が
疲
れ
て
い
る
の
で
、
で
き

ま
せ
ん
。

●
外
国
人
市
民
と
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

互
い
の
文
化
や
個
性
を
理
解
す
る
に
は
、

直
接
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
外
国
人
市
民
の

多
く
は
、
日
本
と
い
う
慣
れ
な
い
環
境
で
の

生
活
に
大
変
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
前
述

の
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
意
識
し
て
、
ご

近
所
や
職
場
の
外
国
人
市
民
に
話
し
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
日
本
人
に
優
し
く
話
し
か

け
ら
れ
る
だ
け
で
、
外
国
人
市
民
の
不
安
は

軽
減
す
る
は
ず
で
す
。

外
国
人
市
民
の
中
に
も
、
日
本
人
市
民
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
日
本

語
を
覚
え
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
互
い
が
歩
み
寄
る
こ
と
で
、
両
者

に
と
っ
て
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●
外
国
人
市
民
向
け
防
災
訓
練

今
年
６
月
に
、
市
内
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
震
を
知

ら
な
い
外
国
人
市
民
に
は
こ
う
し
た
訓
練
が

と
て
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
多
く
の
外

国
人
市
民
が
防
災
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

日
本
人
市
民
・
外
国
人
市
民
と
い
っ
た
隔
た

り
の
な
い
自
助
共
助
に
よ
り
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

防
災
用
語
の
中
に
は
外
国
人
市
民
に
は
理

解
で
き
ず
、
災
害
時
に
援
護
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

各
地
域
・
自
治
会
の
防
災
訓
練
に
お
い
て

も
、
外
国
人
市
民
へ
の
情
報
伝
達
や
避
難
誘

導
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練
を
取
り
入
れ
た

り
、
外
国
人
市
民
へ
の
参
加
を
促
す
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
対
策
を
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

「ながはま多文化共生フェスタ」を開催します！
いろいろな国の文化を見て、聞いて、味わい、体験

して楽しみましょう。多文化に触れ、交流できる絶好
の機会です。ぜひお越しください。

【と　き】11月２日（日）10時～16時
【ところ】臨湖(港町)
【内　容】
講演『スマトラ災害派遣を経験して』

(講師)湖北地域消防本部消防士
国際カラオケ大会 外国人は日本語で、日本人は外国

語で熱唱!

多国籍料理屋台 タイ、ブラジル、韓国、インドなど
多国籍料理が味わえます。

※多民族衣装体験や外国人の母国自慢写真展、姉妹都
市等紹介コーナー、防災体験（起震車体験、煙体験）
など盛りだくさん。

■問長浜市多文化共生・国際文化交流ハウス　GEO
7６３－４４００

外国人集住都市会議は、ニューカマーと呼ばれる

南米日系人を中心とする外国人住民が多数居住する

全国26都市の自治体関係者が集まり、多文化共生へ

の課題を考える会議です。

昨年度に引き続き、本市が座長都市を務めていま

す。国籍にかかわらず、すべての住民が安心して暮

らせる地域社会の実現をめざして、「外国人集住都

市会議東京2014」公開会議を開催します。

東京会場ですが、定住外国人の相談活動等に携わ

る人や関心をお持ちの人の参加をお待ちしています。

【と　き】11月10日(月)
11時45分～17時15分(11時受付開始)

【ところ】砂防会館(東京都千代田区平河町2-7-5)
【締切り】10月31日(金)
【参加費】無料
※参加申込みなど、詳しくは外国人集住都市会議ホ

ームページまで。

■問･申外国人集住都市会議事務局〈市民協働推進課内〉
7６５－８７１１
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※
日
本
語
講
師
・
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
中
！

「子どもの日本語教室」

「楽しい日本語教室」

▲

▲

▲ブラジル人学校での防災訓練の様子

▲色んな国の屋台が並びます。 ▲姉妹都市を紹介します。 ▲衣装体験もできます。

外国人集住都市会議東京2014


